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組 織 （ 概 要 ）
○ 生 徒 指 導 （ 情 報 交 換 ） ： 月 １ 回 開 催  ○ 生 徒 指 導 部 員 会 ： 必 要 に 応 じ て 開 催  
・ 職 員 会 議 時  ・ 各 ブ ロ ッ ク 主 任 、 生 徒 指 導 主 事 、 管 理 職 、 教 務  
・ 全 教 職 員  ・ い じ め 、 不 登 校 防 止 の 計 画 ・ 実 践 ・ 検 証 、 改 善 策 の 検
・ 問 題 傾 向 を 有 す る 児 童 の 情 報 交 換  討  
・ 共 通 理 解 、 事 例 に つ い て の 話 合 い  ・ い じ め 、 不 登 校 防 止 、 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 の 研 修 会
・ チ ェ ッ ク リ ス ト の 活 用 実 施  

・ 校 内 の 生 活 習 慣 確 立 に 向 け た 話 合 い
 
年 次 計 画

年 　 度 ２ ０ ２ ６ 年 度 ２ ０ ２ ７ 年 度 ２ ０ ２ ８ 年 度 ２ ０ ２ ９ 年 度
内 　 容  ・ 方 針 の 見 直 し  ・ 方 針 の 見 直 し  ・ 方 針 の 見 直 し  ・ 方 針 の 見 直 し  

・ 研 修 会 ・ 研 修 会 ・ 研 修 会 ・ 総 点 検
 
年 間 計 画 （ 概 要 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年度 大洗町立南小学校いじめ防止基本方針 

家庭・地域の現状 
　 大洗町出身の保護者が多い。共働きの家庭がほ

とんどだが、三世代家族も多く、子供に対して教育

熱心な家庭が多い。朝の交通安全当番などをはじ

め、学校の教育活動に対して熱心で、行事等にお

いても協力的である。 

いじめの現状 
　 子供たち同士の人間関係は円滑である。小さ

なトラブルは時折見られるものの、早期の対応が

図られ、解決に至っている。 

４月 ・いじめ対策に係る共通理解・組織編成 １０月 ・いじめアンケート⑥　 　 ・教育相談 
・いじめアンケート① ・職員研修（情報モラル） 

５月 ・いじめアンケート②・校内研修（いじめ対応） １１月 ・いじめアンケート⑦

・PTA交通安全教室 
・教育相談

６月 ・いじめアンケート③   １２月 ・職員研修（いじめ対応）　  
・薬物乱用防止教室 ・いじめアンケート⑧　   

・学校生活アンケート②

７月 ・学校生活アンケート① ・いじめアンケート④ １月 ・いじめアンケート⑨      
・情報モラル教室（学校と警察との連携） ・学校評価の結果分析と改善策の検討

８月 ・職員研修（カウンセリング） ２月 ・いじめアンケート⑩ 　   

９月 ・いじめアンケート⑤    ３月 ・今年度の反省　 　 　 　 　  
・学校評価の結果分析と改善策の検討 ・いじめアンケート⑪

○学校の基本姿勢 

【いじめの未然防止のための取組】 

・一人一人がお互いに相手の立場になって行動できる思いやりの心を育てるとともに、いじめを絶対に許

さない、正義感溢れる集団づくりに努めます。 

・児童一人一人の居場所を確保したり友達との絆を強めたりしながら、自己有用感や自尊感情を育む教育

　　　活動を推進します。 

・情報モラル教育の充実を図り、インターネット等の適切な使い方が身に付くよう努めます。 

【早期発見・早期解決に向けての取組】 

・安心・安全な学校生活が送れるよう、いじめの早期発見のための様々な施策を行います。 

・いじめの早期解決に向け、組織的な対応に努めるとともに、当該児童の安全を保証します。 

・各種関係機関や専門家などと連携するとともに、学校と家庭が協力して対応にあたります。 

【校内研修体制】 

・いじめの現状や課題の把握をはじめとして、未然防止や対応に関する教職員の資質や技能の向上を図る
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【 い じ め の 未 然 防 止 の た め の 取 組 】  
１ 　 基 本 的 な 考 え 方  
　 　 全 て の 児 童 が い じ め に 巻 き 込 ま れ る 可 能 性 が あ る も の と し て 、 未 然 防 止 の 取 組 を 重 点   課
題 に 掲 げ 、 全 職 員 が 共 通 理 解 の も と で そ の 推 進 に あ た る 。 そ の た め に ま ず は 、 全 て の   児 童 が
安 心 ・ 安 全 に 学 校 生 活 を 送 り 、 規 則 正 し い 態 度 で 授 業 や 行 事 に 参 加 ・ 活 躍 で き る   学 校 づ く り を
推 進 し て い く 。 さ ら に 、 居 場 所 づ く り や 絆 づ く り を 進 め な が ら 、 児 童 に 集   団 の 一 員 と し て の 自 覚
や 自 信 を も た せ 、 自 己 有 用 感 を 味 わ う こ と が で き る よ う に 努 め る 。  
　 　 一 方 、 教 師 自 身 は 一 人 一 人 が 分 か り や す い 授 業 づ く り を 進 め 、 全 て の 児 童 が 参 加 ・ 活 　 躍
で き る 工 夫 を し 、 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 を 図 る と と も に 、 学 習 に 対 す る 達 成 感 ・ 成 就 　 感 　 を 味 わ わ
せ 、 自 己 肯 定 感 や 自 尊 感 情 を 育 む こ と が で き る よ う に 努 め る 。  
　 　 道 徳 の 時 間 や 学 級 活 動 に お い て は 、 人 権 や 命 の 大 切 さ ・ 尊 さ に つ い て の 指 導 の 充 実 を 　
図 る と と も に 「 い じ め は 絶 対 に 許 さ れ な い 行 為 」 で あ り 「 傍 観 者 も 加 害 者 と 同 等 で あ る 」 　 と い う 認
識 を 全 児 童 が も て る よ う 、 教 育 活 動 全 体 を 通 し て 指 導 す る 。  
 
２ 　 具 体 的 な 取 組  
（ １ ） 思 い や り の 心 の 育 成 と 、 い じ め を 許 さ な い 正 義 感 あ ふ れ る 集 団 づ く り  

 ① 朝 の あ い さ つ 運 動 の 実 施  
毎 日 の 登 校 時 間 に 、 職 員 と 保 護 者 が 通 学 路 や 正 門 に 立 ち あ い さ つ を す る 。 気 持 ち の よ
い あ い さ つ や 温 か な 言 葉 を 交 わ す こ と に よ り 、 元 気 で 明 る い 一 日 の 学 校 生 活 が ス タ ー ト
で き る よ う に す る 。  

 ② 朝 の 会 、 帰 り の 会 の 充 実  
     朝 の 会 で は 「 今 日 の め あ て 」 を 確 認 す る こ と で 、 一 日 の 目 標 を し っ か り と も た せ 、 活 力 あ
　 　  る ス タ ー ト が 切 れ る よ う に す る 。 ま た 、 帰 り の 会 で は 、 友 達 か ら 認 め ら れ る 場 面 を 設 定 す  
     る な ど 、 自 己 有 用 感 を 高 め ら れ る よ う に す る 。  
 ③ 縦 割 り 班 活 動  
     定 期 的 に 縦 割 り 班 遊 び を 実 施 す る 。 縦 割 り 班 清 掃 、 ロ ン グ 昼 休 み に 行 う 縦 割 り 班 遊 び な

  ど を 通 し て 、 異 学 年 の 児 童 が 共 に 活 動 す る こ と で 連 帯 感 を 高 め 、 仲 間 づ く り の 基 礎 を 培
  う 。  

 ④ 人 権 集 会 の 実 施 ・ 人 権 コ ー ナ ー の 充 実  
　  　 人 権 に 関 す る 共 通 教 材 を 用 い て 学 習 し た 後 、 人 権 集 会 に お い て 学 習 後 の 感 想 や 人 を  
     思 い や る た め の 学 級 目 標 の 発 表 を 行 う こ と で 、 良 好 な 人 間 関 係 を 構 築 す る 。 ま た 、 ク ラ  
     ス で 考 え た 「 ぽ か ぽ か 言 葉 」 を 人 権 コ ー ナ ー に 掲 示 し 、 温 か な 言 語 環 境 づ く り を 行 う 。  
 ⑤ 道 徳 授 業 の 充 実  
　 　  日 々 の 道 徳 授 業 の 充 実 、 道 徳 コ ー ナ ー の 工 夫 、 道 徳 の 研 究 授 業 公 開 等 を 通 し て 、 人 権
     や 命 の 大 切 さ ・ 尊 さ に つ い て の 指 導 の 充 実 を 図 る 。 ま た 、 授 業 参 観 に お い て １ 年 に １ 回  
     は 、 必 ず 道 徳 の 授 業 を 公 開 し 、 保 護 者 へ の 啓 発 も 図 る 。  
 ⑥ 情 報 モ ラ ル 教 育 の 推 進  
　 　  携 帯 電 話 を は じ め 家 庭 用 携 帯 ゲ ー ム 機 等 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト の 適 切 な 使 い 方 に つ  
     い て 学 習 す る 場 を 設 定 す る 。 特 に 、 誹 謗 中 傷 等 の 書 き 込 み は 犯 罪 行 為 で あ る こ と を 含  
     め 、 情 報 モ ラ ル に 関 す る 適 切 な 知 識 や 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 危 険 性 に つ い て 指 導 す る 。 ま  
     た 、 SNS等 の 適 切 な 利 用 の 仕 方 に つ い て 考 え ら れ る 機 会 を 設 定 す る 。

 
（ ２ ） 自 己 有 用 感 を 高 め 、 自 尊 感 情 を 育 む 教 育 活 動 の 推 進  

 ① 一 人 一 人 が 活 躍 で き る 学 習 活 動  
児 童 一 人 一 人 が 生 き 生 き と 活 躍 で き る 場 を 意 図 的 、 計 画 的 に 設 け 、 自 己 有 用 感 を も ち 、
自 尊 感 情 を 高 め る こ と の で き る 教 育 活 動 を 推 進 す る 。  

     ・ 児 童 企 画 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 充 実  
     ・ 児 童 の 自 発 的 な 活 動 に よ る 委 員 会 活 動 の 充 実  
 ② 人 と の 関 わ り 方 を 身 に 付 け る た め の ト レ ー ニ ン グ 活 動  

道 徳 の 時 間 や 学 級 活 動 等 で 構 成 的 グ ル ー プ エ ン カ ウ ン タ ー を 有 効 に 活 用 し 、 自 分 と 他
人 で は 思 い や 考 え が 違 う こ と に 気 付 か せ る 。 ま た 、 集 団 の 中 で 認 め ら れ る 自 分 が 存 在 す
る こ と を 感 じ る こ と で 、 自 尊 感 情 を 育 み 、 明 る く 楽 し い 学 校 生 活 を 送 る た め の 基 礎 を 培
う 。 ま た 、 ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ や ア サ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ な ど も 積 極 的 に 取 り
入 れ 、 個 に 応 じ た 対 応 が で き る よ う に し て い く 。  

 ③ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 を 生 か し た 分 か り や す い 授 業 づ く り  
全 て の 児 童 が 分 か り や す い よ う に 学 習 の ね ら い を 明 確 に し 、 こ の 時 間 に 何 を 学 ぶ か を は
っ き り さ せ る 。 ま た 、 学 習 の 流 れ を 示 す こ と に よ っ て 、 見 通 し を も っ て 学 習 に 取 り 組 め る よ
う に す る 。 さ ら に 、 教 室 環 境 を は じ め 、 黒 板 の 文 字 の 大 き さ や 発 問 、 指導方法を工夫する
ことにより、分かりやすい授業を心がけ、児童が主体的に学習に取り組めるようにす る。  

 ④ 人 と つ な が り 、 成 就 感 を 味 わ う 体 験 活 動  
     学 校 行 事 や 特 別 活 動 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 や 生 活 科 等 に お い て 、 友 達 と 分 か り 合 え る
     楽 し さ や う れ し さ を 共 有 し た り 、 自 分 や 相 手 の 思 い を 相 互 に 交 流 さ せ る 場 を 設 け た り す る
     な ど 、 体 験 を 通 し て 成 就 感 を 味 わ え る 教 育 活 動 を 推 進 す る 。
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【 早 期 発 見 ・ 早 期 解 決 に 向 け て の 取 組 】  
１ 　 基 本 的 な 考 え 方  

「 い じ め は 、 ど の 学 校 ・ ど の 学 級 で も 起 こ り う る も の で あ り 、 い じ め 問 題 に 全 く 無 関 係 で す む
児 童 は い な い 」 と い う 基 本 認 識 に 立 ち 、 児 童 の さ さ い な 変 化 に 早 く 気 付 き 、 入 手 し た 情 報 を 確
実 に 職 員 間 で 共 有 し 、 素 早 く 対 応 す る 。 そ し て 、 学 校 内 部 に お い て は 解 決 に 向 け て 組 織 的 に
対 応 し 、 児 童 の 安 全 を 保 証 し て い く 。  

ま た 、 事 例 に よ っ て は 家 庭 や 地 域 と の 連 携 を 密 に し た り 、 各 種 専 門 機 関 と の 連 携 を 図 っ た り
し な が ら 該 当 児 童 の 健 全 な 育 成 に 努 め て い く 。 さ ら に 、 児 童 が SOSを 出 し や す い 体 制 や 環 境 を
整 備 し 、 実 態 の 把 握 に 努 め る 。  

 
２ 　 具 体 的 な 活 動  
（ １ ） い じ め の 早 期 発 見 の た め の 手 立 て  

① 日 常 的 な 観 察 の 重 視  
全 職 員 で 児 童 の 様 子 を 見 守 り 、 日 常 的 な 観 察 を 丁 寧 に 行 う 。 こ の こ と に よ り 、 児 童 の 小

さ な 変 化 を 見 逃 さ な い よ う に 努 め る 。 そ の た め に 、 児 童 と 一 緒 に 活 動 す る （ 給 食 ・ 清 掃 ） な
ど の 「 共 働 」 を 通 し な が ら 児 童 の 見 守 り や 信 頼 関 係 の 構 築 に 努 め る 。 ま た 、 養 護 教 諭 と の
連 携 や 看 護 当 番 に よ る 休 み 時 間 の 校 舎 内 外 の 巡 視 等 に よ り 早 期 発 見 に 取 り 組 む 。  

② 組 織 的 対 応 と 教 育 相 談 活 動 の 実 施  
わ ず か で も 兆 し を 感 じ た 児 童 が い た 場 合 、 学 年 ・ ブ ロ ッ ク や 生 徒 指 導 部 員 会 等 の 場 に

お い て 観 察 結 果 を 共 有 し 、 よ り 多 く の 目 で 当 該 児 童 を 見 守 り 、 観 察 す る 。 そ し て 、 変 化 が
見 ら れ た と 認 識 し た 場 合 に は 、 教 員 が 積 極 的 に 働 き か け を 行 い 、 「 教 育 相 談 活 動 」 を 実
施 し 、 問 題 の 早 期 解 決 を 図 る 。 ま た 、 初 期 的 な 段 階 で あ っ て も 、 組 織 的 な 対 応 を 心 が け
る 。  

③ 「 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 の 実 施  
「 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 す る 。 こ の 中 で 気 に な る 回 答 を し た 児 童 に 早 期

に 教 育 相 談 を 実 施 す る と 共 に 、 組 織 的 な 観 察 を 開 始 す る 。   
④ 「 い じ め ア ン ケ ー ト 」 の 実 施  

「 い じ め ア ン ケ ー ト 」 を 毎 月 実 施 す る 。 こ の 中 で 気 に な る 回 答 を し た 児 童 を 対 象 に 、 早
期 に 教 育 相 談 を 実 施 す る と 共 に 、 組 織 的 な 観 察 を 開 始 す る 。  

⑤ チ ェ ッ ク リ ス ト の 活 用  
早 期 発 見 「 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を も と に 、 担 任 及 び 全 職 員 で 気 に な る 児 童 の 洗 い 出 し を 行

い 、 月 １ 回 の 職 員 会 議 の 際 の 情 報 交 換 の 場 で 名 前 の 挙 が っ た 児 童 の 様 子 を 簡 単 に 報 告
し 、 そ の 後 の 様 子 を 見 守 る よ う に し て い く 。  

 
（ ２ ） い じ め の 早 期 解 決 の た め の 組 織 的 対 応 と 当 該 児 童 の 安 全 の 保 証  

① い じ め 問 題 を 発 見 し た と き に は 、 学 級 担 任 だ け で 抱 え 込 む こ と な く 、 学 校 長 以 下 全 て の
教 員 が 対 応 を 協 議 し 、 的 確 な 役 割 分 担 を し て い じ め 問 題 の 解 決 に あ た る 。  

　 　 ② 情 報 収 集 を 綿 密 に 行 い 、 事 実 確 認 を し た 上 で 、 い じ め ら れ て い る 児 童 の 身 の 安 全 を 最 優
先 に 考 え 、 い じ め て い る 側 の 児 童 に 対 し て は 毅 然 と し た 態 度 で 指 導 に あ た る 。  

③ 傍 観 者 の 立 場 に い る 児 童 た ち に も 、 い じ め て い る の と 同 様 で あ る と い う こ と を 指 導 す る 。 
④ 学 校 内 だ け で な く 、 各 種 関 係 機 関 や 専 門 家 な ど と 協 力 を し て 解 決 に あ た る 。  
⑤ い じ め ら れ て い る 児 童 の 心 の 傷 を 癒 す た め に 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や 養 護 教 諭 と 連 携

を 図 り な が ら 、 指 導 を 行 っ て い く 。  
 
（ ３ ） 家 庭 や 地 域 、 関 係 機 関 と 連 携 し た 取 組  

① い じ め 問 題 が 発 生 し た 際 は 、 家 庭 と の 連 携 を こ れ ま で 以 上 に 綿 密 に 行 い 、 学 校 側 の 取 組
に つ い て の 情 報 を 伝 え る と と も に 、 家 庭 で の 様 子 や 友 達 関 係 に つ い て の 情 報 を 収 集 し 、
指 導 に 生 か す よ う に す る 。 特 に 、 深 刻 と 思 わ れ る い じ め が 起 こ っ た 場 合 に は 、 決 し て 学 校
内 だ け で 問 題 解 決 を す る よ う な こ と は せ ず 、 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り 、 慎 重 に 対 応 す る 。 

② 学 校 に 相 談 で き な い よ う な 状 況 で あ れ ば 、 「 す く す く な ぎ さ 」 や 「 茨 城 県 い じ め ・ 体 罰 解 消
サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 等 の い じ め 問 題 な ど の 相 談 窓 口 を 紹 介 す る 。  
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【 い じ め 防 止 の た め の 取 組 年 間 計 画 】  

月 実　 　 施　 　 計　 　 画

４月 ○　 学年間の 情報交換、指導記録の 引継ぎ 

○　 いじめアンケート①の実施  

○　 いじめ対策に 係る共通理解、いじめ対策組織編成 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【不登 校・いじめ対 策委員会 】  

○　 学級開き、人間関 係づくり、学級の ルールづくり【学 級活動 】 

○　 １年生を迎える会【児童集会】 

○　 保護者への いじ め対策についての 説明と啓発【保護者会】

５月 ○　 「配慮を 要する児童 への 対応」【不登 校・ いじ め対策 委員会】 

○　 いじめアンケート②と教育相談の 実施 

○　 職員研修「いじ めの 早期発見・早期対応に おける具体的方策に ついて 」 

○　 行事を通し た人間 関係づくり【遠足】全学年

６月 ○　 いじめアンケート③の実施 

○　 行事を通し た人間 関係づくり【体力テスト】 全学年（縦割り班）  

○　 薬物乱用防止教室

７月 ○　 学校評価の 結果分析と改善策の検討 

○　 学校生活ア ンケート①といじ めア ンケート④の 実施  

○　 情報モラル教室【学 級活動】水戸警察署との連携

８月 ○　 職員研修「カ ウンセリン グ」

９月 ○  職員研修「いじめの 加害・被害児童への指導法及び保護者への対応」 

○　 いじめアンケート⑤の実施

１０月 ○　 いじめアンケート⑥と教育相談の 実施 

○　 職員研修「情報モラ ル」 

○　 行事を通し た人間関係づくり【運動会】全学年（ 縦割り班）

１１月 ○　 いじめアンケート⑦の実施  

○　 行事を通し た人間 関係づくり【持久走大会】全学年

１２月 ○　 学校生活ア ンケート②いじめアンケート⑧ 

○　 人権学習・ぽ かぽか言葉の作成【 道徳、学級指導】 

○　 人権集会【児童集 会】  

○　 学校評価の 結果分析と改善策の検討 

○　 「情報モラ ル教室」の実 施

１月 ○　 いじめアンケート⑨の実施  

○　 「いじめ早期発見のためのチェックリスト」の見直し

２月 ○　 学校生活ア ンケート③といじめアンケート⑩の実施

３月 ○　 いじめアンケート⑪ 

○　 記録整理、次年度への引継ぎ情報の作 成 

○　 小・中学校の 情報連携の ための 連絡会の開催

【 校 内 研 修 体 制 】  

１ 　 本 年 度 研 修 計 画  

（ １ ） 本 年 度 研 修 の 重 点  

・ 　 い じ め 問 題 に お け る 現 状 と 課 題 を 知 り 、 本 校 の い じ め 防 止 基 本 方 針 に つ い て の 理 解 を 深

め る 。  

・ 　 い じ め に お け る 基 本 的 な 対 応 策 を 知 り 、 そ の 技 能 を 身 に 付 け る 。  

（ ２ ） 研 修 年 間 計 画  

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

内 ① ②   ③     ④    

容

　 ① 未 然 防 止 に 関 す る 内 容 　 　 　 　 　 ② 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に 関 す る 内 容  

　 ③ 教 育 相 談 に 関 す る 内 容 　 　 　 　 　 ④ い じ め の 加 害 ・ 被 害 児 童 及 び 保 護 者 へ の 対 応 　
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（ ３ ） ４ 月 の 具 体 的 な 研 修  

  ① 研 修 目 的  

  生 徒 指 導 体 制 の 確 認 、 い じ め 防 止 基 本 方 針 の 確 認 、 未 然 防 止 に 関 す る 内 容  

② 研 修 日 時  

  ４ 月 １ 日 （ 水 ）  

③ 研 修 内 容  

    　 本 年 度 の 生 徒 指 導 体 制 、 い じ め 防 止 基 本 方 針 の 周 知  

 

（ ４ ） ５ 月 の 具 体 的 な 研 修  

① 研 修 目 的  

  教 職 員 に お け る 、 い じ め 問 題 に 対 す る 意 識 の 向 上  

② 研 修 日 時  

  ５ 月 １ １ 日 （ 月 ）  

③ 研 修 内 容  

     い じ め の 発 生 時 の 対 応  

 

（ ５ ） ８ 月 の 具 体 的 な 研 修  

① 研 修 目 的  

  教 職 員 の カ ウ ン セ リ ン グ 技 術 の 向 上  

② 研 修 日 時  

  ８ 月 ２ １ 日 （ 金 ）  

③ 研 修 内 容  

     講 話 ： 教 育 相 談 を 進 め る 上 で の 留 意 点 に つ い て (児 童 の 心 に 寄 り 添 う 教 育 相 談 ) 

   ④ 講 師  

     本 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー ： 鯉 渕 　 悦 子 先 生  

 

（ ６ ） １ ０ 月 の 具 体 的 な 研 修  

① 研 修 目 的  

  教 職 員 対 象 の 情 報 モ ラ ル 教 室  

② 研 修 日 時  

  １ ０ 月 ５ 日 （ 月 ）  

③ 研 修 内 容  

  情 報 モ ラ ル に 関 す る 指 導 の 仕 方  

 

（ ７ ） １ ２ 月 の 具 体 的 な 研 修  

① 研 修 目 的  

  い じ め 問 題 の 解 決 に 向 け た 、 具 体 的 な 指 導 ・ 対 応 技 術 の 向 上  

② 研 修 日 時  

  １ ２ 月 ７ 日 （ 月 ）  

③ 研 修 内 容  

  い じ め の 加 害 ・ 被 害 児 童 へ の 指 導 法 及 び 保 護 者 へ の 対 応  


